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(57)【要約】
　本発明の超音波診断装置は、被検者に当接し超音波を
被検者に送受信する超音波探触子と、超音波探触子を駆
動して超音波を送信すると共に超音波探触子が受信した
受信信号を信号処理する超音波送受信部と、超音波送受
信部によって信号処理された受信信号から被検者の超音
波画像を構成する超音波画像構成部と、超音波送受信部
と超音波画像構成部を制御する制御部と、操作者が制御
部を制御する制御パラメータを入力する操作部と、構成
された超音波画像を表示する表示部と、を備えた超音波
診断装置であって、前記制御部は、予め設定された実行
手順を記憶する実行手順記憶部と、実行手順記憶部に記
憶された実行手順を読み出し・設定する実行手順設定部
と、実行手順の進行状況を進行度情報として実行手順に
付加する処理を行う実行手順処理制御部と、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者に当接し超音波を被検者に送受信する超音波探触子と、超音波探触子を駆動して
超音波を送信すると共に超音波探触子が受信した受信信号を信号処理する超音波送受信部
と、超音波送受信部によって信号処理された受信信号から被検者の超音波画像を構成する
超音波画像構成部と、超音波送受信部と超音波画像構成部を制御する制御部と、操作者が
制御部を制御する制御パラメータを入力する操作部と、構成された超音波画像を表示する
表示部と、を備えた超音波診断装置であって、
　前記制御部は、予め設定された実行手順を記憶する実行手順記憶部と、実行手順記憶部
に記憶された実行手順を読み出し・設定する実行手順設定部と、実行手順の進行状況を進
行度情報として実行手順に付加する処理を行う実行手順処理制御部と、を備えたことを特
徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記進行度情報は、前記実行手順の進行状況によって当該進行度情報の表示態様が異な
る請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記進行度情報は、前記実行手順の実行済を示す進行度マークである請求項1に記載の
超音波診断装置。
【請求項４】
　前記進行度情報は、前記実行手順が実行済に付与する色相を、実行済でない実行手順の
色相と変える請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記実行手順が文字情報と図形情報を含み、前記進行度情報は、実行済の前記実行手順
が該実行手順の文字情報のみで形成される請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記進行度情報は、実行済が予告される前記実行手順の実行予告情報である請求項1に
記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記実行手順と超音波画像を対応付けて記憶する記憶部をさらに備え、
　前記操作部は、記憶部に記憶された超音波画像の実行手順を入力し、
　前記制御部は、前記入力された実行手順と対応する超音波画像を前記記憶部から読み出
し、読み出された超音波画像を前記表示部に表示する請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記実行手順と関連するコンピュータのアプリケーション、オペレーテ
ィングシステムの処理内容、警告などの履歴を逐一記録するログファイルを生成し、生成
したログファイルを前記表示部に表示する請求項1に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記操作部は、超音波画像に関する診断レポートを入力し、
　前記制御部は、前記診断レポートを前記表示部に表示する請求項1に記載の超音波診断
装置。
【請求項１０】
　超音波画像構成部が被検者の超音波画像を構成し、表示部が構成された超音波画像を表
示する機能を含む超音波診断装置の実行手順処理方法であって、
　実行手順記憶部が予め設定された実行手順を記憶し、実行手順設定部が実行手順記憶部
に記憶された実行手順を読み出し・設定し、実行手順の進行状況を進行度情報として実行
手順に付加することを特徴とする超音波診断装置の実行手順処理方法。
【請求項１１】
　超音波探触子が被検者に当接し超音波を被検者に送受信し、超音波送受信部が超音波探
触子を駆動して超音波を送信すると共に超音波探触子が受信した受信信号を信号処理する
信号処理ステップと、超音波画像構成部が超音波送受信部によって信号処理された受信信
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号から被検者の超音波画像を構成する超音波画像構成ステップと、制御部が超音波送受信
部と超音波画像構成部を制御する制御ステップと、操作部が制御部を制御する制御パラメ
ータを操作者が入力する入力ステップと、表示部が構成された超音波画像を表示する表示
ステップと、
　前記制御ステップは、実行手順記憶部が予め設定された実行手順を記憶するステップと
、実行手順設定部が実行手順記憶部に記憶された実行手順を読み出し・設定するステップ
と、実行手順処理制御部が実行手順の進行状況を進行度情報として実行手順に付加する処
理を行うステップと、を含む請求項10に記載の超音波診断装置の実行手順処理方法。
【請求項１２】
　記憶部が前記実行手順と超音波画像を対応付けて記憶する記憶ステップをさらに有し、
　前記制御ステップは、前記操作部が記憶部に記憶された超音波画像の実行手順を入力し
、
　前記制御部が前記入力された実行手順と対応する超音波画像を前記記憶部から読み出し
、読み出された超音波画像を前記表示部に表示する請求項11に記載の超音波診断装置の実
行手順処理方法。
【請求項１３】
　前記制御ステップは、前記制御部が前記実行手順と関連するコンピュータのアプリケー
ション、オペレーティングシステムの処理内容、警告などの履歴を逐一記録するログファ
イルを生成し、生成したログファイルを前記表示部に表示する請求項11に記載の超音波診
断装置の実行手順処理方法。
【請求項１４】
　前記制御ステップは、前記操作部が超音波画像に関する診断レポートを入力し、前記制
御部が前記診断レポートを前記表示部に表示する請求項11に記載の超音波診断装置の実行
手順処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波画像の撮影の実行手順の確認が可能な超音波診断装置、超音波診断装
置の実行手順処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置では、医師、臨床検査技師などの操作者が超音波画像を読影するときに
、腹部エコーなどの部位に対して様々な角度からの超音波画像を撮影する場合がある。
【０００３】
　超音波画像の撮影の実行方法は、例えば、特許文献1に提案されている。特許文献1には
、超音波画像の撮影の実行手順(特許文献1の公報では「作業フローテンプレート」と称し
ている)を作成して記憶するステップと、超音波画像の撮影の実行手順の個々の撮影条件(
特許文献1の公報では「アクティビティ」と称している)を書き込むステップと、超音波画
像の撮影の実行手順に従って撮影を撮影条件により実行するステップからなる超音波画像
の撮影の実行方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表2004-513699号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記背景技術では、超音波画像の撮影の実行手順がどの過程まで進行し
たかを簡便に確認する方法に関する技術課題が未解決であった。
【０００６】



(4) JP WO2011/065392 A1 2011.6.3

10

20

30

40

50

　本発明の目的は、超音波画像の撮影の実行手順の進行度が確認可能な超音波診断装置、
超音波診断装置の実行手順処理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は、超音波画像の撮影の実行手順に進行度情報を付
加する。
【０００８】
　詳細には、本発明の超音波診断装置は、被検者に当接し超音波を被検者に送受信する超
音波探触子と、超音波探触子を駆動して超音波を送信すると共に超音波探触子が受信した
受信信号を信号処理する超音波送受信部と、超音波送受信部によって信号処理された受信
信号から被検者の超音波画像を構成する超音波画像構成部と、超音波送受信部と超音波画
像構成部を制御する制御部と、操作者が制御部を制御する制御パラメータを入力する操作
部と、構成された超音波画像を表示する表示部と、を備えた超音波診断装置であって、前
記制御部は、予め設定された実行手順を記憶する実行手順記憶部と、実行手順記憶部に記
憶された実行手順を読み出し・設定する実行手順設定部と、実行手順の進行状況を進行度
情報として実行手順に付加する処理を行う実行手順処理制御部と、を備えたことを特徴と
する。
【０００９】
　また、本発明の超音波診断装置の実行手順処理方法は、超音波画像構成部が被検者の超
音波画像を構成し、表示部が構成された超音波画像を表示する機能を含む超音波診断装置
の実行手順処理方法であって、実行手順記憶部が予め設定された実行手順を記憶し、実行
手順設定部が実行手順記憶部に記憶された実行手順を読み出し・設定し、実行手順の進行
状況を進行度情報として実行手順に付加することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、超音波画像の撮影の実行手順の進行度が確認可能な超音波診断装置、超音波
診断装置の実行手順処理方法を提供できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施例1の超音波診断装置のシステム構成のブロック図。
【図２】実施例1の表示部70の画面600の構成例を示す図。
【図３】実施例1の動作例を示すフローチャート。
【図４】実施例2の表示部70の画面800の構成例を示す図。
【図５】実施例2の動作例を示すフローチャート。
【図６】実施例3の表示部70の画面1000の構成例を示す図。
【図７】実施例3の動作例を示すフローチャート。
【図８】実施例4の表示部70の画面1200の構成例を示す図。
【図９】実施例4の動作例を示すフローチャート。
【図１０】実施例5の表示部70の画面1400の構成例を示す図。
【図１１】実施例5の動作例を示すフローチャート。
【図１２】実施例6の表示部70の画面1600の構成例を示す図。
【図１３】実施例6の動作例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を用いて本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１３】
　実施例1は、超音波画像の撮影の実行状況を表示する超音波診断装置を示すものである
。
　図1は、実施例1の超音波診断装置のシステム構成のブロック図である。
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【００１４】
　超音波診断装置は、被検者7に当接し超音波を被検者7に送受信する超音波探触子10と、
超音波探触子10を駆動して超音波を送信すると共に超音波探触子10が受信した受信信号を
信号処理する超音波送受信部20と、超音波送受信部20によって信号処理された受信信号か
ら被検者7の超音波画像を構成する超音波画像構成部30と、超音波画像構成部30で構成さ
れた超音波画像を記憶する記憶部40と、超音波送受信部20、超音波画像構成部30、記憶部
40及び外部記憶部80を制御するCPUなどのメイン制御部60と、操作者6がメイン制御部60を
制御する制御パラメータなどを入力する操作部50と、構成された超音波画像を表示する表
示部70とから成り、さらに超音波画像を撮影するための撮影条件を実行する実行手順処理
部2と、被検者7の個人情報や超音波画像などの情報を記憶部40の別の記憶手段として記憶
する外部記憶部80とを備える。
【００１５】
　ここで、撮影条件とは、ボディマークやプローブマーク、超音波探触子に供給する送波
信号の条件などと共に、超音波画像を撮影するために必要な条件である。
【００１６】
　撮影実行情報とは、超音波画像が未撮影、撮影中、撮影済の撮影実行の進行度情報であ
る。
【００１７】
　実行手順とは、少なくとも一つの撮影条件の組み合わせによって実行される撮影の手順
である。
【００１８】
　また、超音波探触子10は、被検者7の体内に超音波を送信し、被検者7の体内からの反射
信号を受信する振動子素子を有し、振動子素子は複数チャンネル配列され、個々のチャン
ネルは圧電素子あるいはｃＭＵＴと呼ばれる半導体素子から形成されている。
【００１９】
　また、記憶部40は、超音波画像の他それぞれの超音波画像に付帯するパラメータ、例え
ば撮影条件などの情報が対応付けて記憶されている。
【００２０】
　操作部50は、操作パネルを含む入力装置であり、操作パネルにキーボード、マウス、タ
ッチスクリーン、リモートコントローラーなどの操作デバイスを別途備える場合もある。
【００２１】
　表示部70は、CRT、液晶、プラズマ、あるいは、有機ELなどの各種ディスプレイである
。
【００２２】
　外部記憶部80は、被検者7の個人情報や超音波画像などの情報を記憶部40とは別に記憶
するものであり、例えばDVD-RWドライブやハードディスク、SDカードなどである。
【００２３】
　次に、実行手順処理部2について具体的に説明する。
【００２４】
　実行手順処理部2には、予め設定された実行手順を記憶する実行手順記憶部202と、実行
手順記憶部202に記憶された実行手順を読み出し・設定する実行手順設定部203と、実行手
順の進行状況を進行度情報として実行手順に付加する処理を行い、メイン制御部60のコプ
ロセッサの機能を有している実行手順処理制御部201とが備えられる。
【００２５】
　なお、実行手順記憶部202は、予め設定された実行手順を記憶するものであり、超音波
画像を取得するための撮影の実行手順の登録処理を受けて撮影条件毎に記憶する。
【００２６】
　また、実行手順処理部2には実行手順設定部203で読み出し・設定された実行手順に実行
済を示す実行済マークを表示するか、実行済マークを非表示とするかを設定する処理/未
処理表示設定部204と、処理/未処理表示設定部204によって表示部70に表示することが設
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定された場合、実行手順に実行済マークを付加する実行情報生成部205とを備える。なお
、処理/未処理表示設定部204の設定内容は処理実施状況記憶部206に記憶される。
【００２７】
　実行手順処理制御部201は、実行手順処理部2の自身を除く他の構成要素を制御するもの
である。
【００２８】
　実行手順記憶部202は、超音波画像を取得するための撮影の実行手順の登録処理を受け
、それぞれの登録された超音波画像を取得するための撮影の実行手順を撮影条件毎に記憶
する。
【００２９】
　実行手順設定部203は、実行手順記憶部202に記憶された超音波画像を取得するための撮
影の実行手順から任意の実行手順を読み出し、読み出した実行手順について画面表示設定
などを行う。
【００３０】
　処理/未処理表示設定部204は、実行された超音波画像を取得するための一連の撮影の実
行手順を構成する各実行済の撮影条件に、実行済を示す実行済マークを表示するか、実行
済マークを非表示とするかを設定する。
【００３１】
　実行情報生成部205は、処理/未処理表示設定部204によって実行済マークを表示すると
したときに、撮影条件に実行済マークを付加する。
【００３２】
　処理実施状況記憶部206は、実行された撮影条件についての実行済情報を記憶する。
【００３３】
　図2は、実施例1の表示部70の画面600の構成例を示す図である。
【００３４】
　画面600は、ID表示エリア601と、画像表示エリア602a～602cと、コマンド表示エリア60
3とから構成されている。
【００３５】
　ID表示エリア601は、受診者IDや受診者名、病院名を示す表示エリアである。例えば患
者IDが「1234567890」、患者名が「HITACHI TARO」、病院名「HITACHI HOSP．」のように
表示される。
【００３６】
　画像表示エリアは、超音波画像の撮影条件を表示する表示エリア602aと、超音波画像を
表示する表示エリア602bと、参照画像を表示する表示エリア602cとから構成される。
【００３７】
　なお、画像表示エリア602a～602cは一例であり、超音波画像を表示する表示エリア602b
のみでもよい。
【００３８】
　コマンド表示エリア603は、撮影条件などのコマンド群やコマンドの実行状況の情報を
表示する表示エリアである。
　コマンド表示エリア603には、撮影条件603a～603eが表示されている。
【００３９】
　撮影条件603aには、撮影条件の位置・角度を示すAbdomen1が表示され、同様に、撮影条
件603b～603eのそれぞれには、Abdomen2、Abdomen3、Abdomen4及びAbdomen5が表示されて
いる。
【００４０】
　そして、撮影条件603a～603cには、撮影条件の実行済のチェックマーク(603ac、603bc
、603cc)が表示されている。ここでは、実行後の状態(実行済表示)にチェックマークを表
示しているが、実行前の状態(未実行表示)、実行中の状態(実行表示)、実行後の状態(実
行済表示)に予めチェックマークを表示し、実行中の状態(実行表示)ではチェックマーク
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を点滅表示し、実行後の状態はチェックマークの色相を変える、濃淡を変える、あるいは
大きさを変えたりすることでもよい。また、その他に撮影条件の進行度に応じてチェック
マークの表示態様を変更させてもよい。
【００４１】
　なお、表示態様の変更は撮影条件の進行に応じて自動的に更新されるように設定しても
よい。
【００４２】
　撮影条件603dは、実行中の状態(実行表示)を示すためボディマークが強調表示されてい
る。
【００４３】
　撮影条件603eは、未実行の状態(未実行表示)を示すためボディマーク(ここでは撮影対
象のマーク)がそのまま表示されている。
【００４４】
　また、撮影条件603a～603eには、処理順序のステップ番号が数字を用いて表示されてい
る。
【００４５】
　次に、実施例1の動作例を図3のフローチャートを用いて説明する。
【００４６】
　操作者は、実行手順記憶部202に記憶された超音波画像を取得するための撮影の実行手
順から実行したい実行手順を操作部50より実行手順処理制御部201を介して実行手順設定
部203で選択し、設定する(S101)。
【００４７】
　次に、実行手順処理制御部201は、選択された実行手順に関し各撮影条件の処理状態を
判定する。ここで、処理状態の判定は、撮影条件毎に終了後のタイミングを操作者が入力
する。例えば、超音波画像のライブ状態とフリーズ状態とを切替えるフリーズスイッチを
押す場合、操作者が撮影終了のコマンドスイッチを押す場合、あるいは操作者が現在撮影
している撮影条件と異なる撮影条件のスイッチを押す場合などのタイミングに基づいて行
う。
【００４８】
　具体的には、撮影条件毎の処理(プログラム)には、上記タイミングに基づいて終了フラ
グを設ける。終了フラグは撮影条件の処理を未終了であることを示す“0”から撮影条件
の処理が終了であることを示す “1”へ変更設定される。実行手順処理制御部201は、こ
の“1”であることを読み出して撮影条件の終了を判定する(S102)。
【００４９】
　次に、実行手順処理制御部201は、実行の状態、例えば図2の603ac、603bc、603ccのよ
うなチェック(実行済情報)あるいは603dのような強調表示(実行中情報)を生成する(S103)
。
【００５０】
　次に、実行手順処理制御部201は、実行の状態及び撮影条件をメイン制御部60に引渡し
、表示部70(画面600)のコマンド表示エリア603の撮影条件(603a～603e)に表示する(S104)
。
【００５１】
　実施例1では、以上説明したように、撮影条件(603a～603e)に実行済チェックマークを
表示するので、進行度情報が実行手順に付加されるため、超音波画像の撮影の実行手順の
進行状況が確認できるようになる。
【００５２】
　また、実施例1では、実行前の状態(未実行表示)、実行中の状態(実行表示)、実行後の
状態(実行済表示)についてそれぞれ表示しているので、超音波画像の撮影の実行手順全体
の進捗を把握しやすいという特有の効果がある。
【実施例２】
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【００５３】
　実施例2は、超音波画像の撮影の実行状況を表示する超音波診断装置で、撮影の実行状
況により撮影条件の表示態様を変更するものである。
【００５４】
　実施例2では、実施例1と同じハードウエア、機能を用い、ソフトウエアも一部同じステ
ップを用いるので、相違部分のみを説明する。
【００５５】
　図4は、実施例2の表示部70の画面800の構成例を示す図である。
【００５６】
　画面800は、実施例1の画面600と同様に、ID表示エリア801と、画像表示エリア802a～80
2cと、コマンド表示エリア803とから構成されている。
【００５７】
　ID表示エリア801は、実施例1のID表示エリア601と同様に、受診者IDや受診者名、病院
名を示す表示エリアである。
【００５８】
　画像表示エリアは、実施例1の画像表示エリアと同様に、超音波画像の撮影条件を表示
する表示エリア802aと、超音波画像を表示する表示エリア802bと、参照画像を表示する表
示エリア802cとから構成される。
【００５９】
　コマンド表示エリア803は、実施例1のコマンド表示エリアと同様に、撮影条件などのコ
マンド群やコマンドの実行状況の情報を表示する表示エリアである。
　コマンド表示エリア803には、撮影条件803a～803eが表示されている。
【００６０】
　撮影条件803aには、実施例1と同様に、撮影条件の位置・角度を示すAbdomen1が表示さ
れ、同様に、撮影条件803b～803eのそれぞれには、Abdomen2、Abdomen3、Abdomen4及びAb
domen5が表示されている。
【００６１】
　そして、撮影条件803a～803cのそれぞれには、実行済の撮影条件(実行済表示)を示すた
め、Abdomen1、Abdomen2、Abdomen3のボディマークを消去し、文字のみが表示されている
。
【００６２】
　撮影条件803d、撮影条件803eは、実行中の状態(実行表示)あるいは未実行の状態(未実
行表示)を示すため、ボディマークと文字の双方が表示されている。また、撮影条件803d
、撮影条件803eは、文字のみの撮影条件803a～803cと比較して大きく示されている。
【００６３】
　次に、実施例2の動作例を図5のフローチャートを用いて説明する。
　S101とS102は実施例1と同じ処理であるから本実施例での説明を省略する。
　次に、実行手順処理制御部201は、実行済の状態、例えば図４の803a、803b、803ccのよ
うな文字のみ(実行済情報)を生成する(S203)。
【００６４】
　次に、実行手順処理制御部201は、実行の状態、及び撮影条件をメイン制御部60に引渡
し、表示部70(画面800)のコマンド表示エリア803の撮影条件(803a～803e)に表示する(S20
4)。
【００６５】
　実施例2では、以上説明したように、撮影条件(803a～803e)のうちの実行済のものを文
字だけ表示するようにすることで、進行度情報が実行手順に付加されるため、超音波画像
の撮影の実行手順の進行状況を確認できる。また、実施例2では、実行済情報、実行未情
報のみの表示となり、実施例1のように実行済情報、実行中済情報、実行未情報の３つの
情報よりも１つ少ないので、実施例1と比較してプログラムやパラメータの記憶容量を少
なくできるという特有の効果がある。
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【実施例３】
【００６６】
　実施例3は、超音波画像の撮影の実行状況を表示する超音波診断装置で、撮影の実行終
了予告を示すものである。
【００６７】
　実施例3では、実施例1と同じハードウエア、機能を用い、ソフトウエアも一部同じステ
ップを用いるので、相違部分のみを説明する。
【００６８】
　図6は、実施例3の表示部70の画面1000の構成例を示す図である。
　画面1000は、実施例1の画面600と同様に、ID表示エリア1001と、画像表示エリア1002a
～1002cと、コマンド表示エリア1003とから構成されている。
【００６９】
　ID表示エリア1001は、実施例1のID表示エリア601と同様に、受診者IDや受診者名、病院
名を示す表示エリアである。
【００７０】
　画像表示エリアは、実施例1の画像表示エリアと同様に、超音波画像の撮影条件を表示
する表示エリア1002aと、超音波画像を表示する表示エリア1002bと、参照画像を表示する
表示エリア1002cとから構成される。
【００７１】
　コマンド表示エリア1003は、実施例1のコマンド表示エリアと同様に、撮影条件などの
コマンド群やコマンドの実行状況の情報を表示する表示エリアである。
【００７２】
　コマンド表示エリア1003には、撮影条件1003a～1003eが表示されている。
【００７３】
　撮影条件1003aには、実施例1と同様に、撮影条件の位置・角度を示すAbdomen1が表示さ
れ、同様に、撮影条件1003b～1003eのそれぞれには、Abdomen2、Abdomen3、Abdomen4及び
Abdomen5が表示されている。
【００７４】
　そして、撮影条件1003a、1003bは実行済の状態を示している。また、撮影条件1003cは
現在実行中で終了予告情報を示している。撮影条件1003cの下で撮影された超音波画像は
表示エリア1002bに表示される。操作者は撮影された超音波画像が適正であるか否かを目
視で確認する。操作者が例えばフリーズスイッチを押して、例えばライブ→フリーズに切
り換わった際に、終了予告状態から終了状態へ遷移する。終了予告状態から終了状態への
遷移は、フリーズ→ライブに切り換わった際や、画像記録時などその他のタイミングであ
ってもよい。終了予告状態の表示態様は、例えば撮影条件1003cが点滅したり、撮影条件1
003cの色相が遷移したりしてもよい。
【００７５】
　次に、実施例3の動作例を図7のフローチャートを用いて説明する。
　S101とS102は実施例1と同じ処理であるから本実施例での説明を省略する。
【００７６】
　次に、実行手順処理制御部201は、撮影実行終了予告情報、例えば図6の1003c(実行終了
予告情報)を生成する(S303)。
【００７７】
　次に、実行手順処理制御部201は、撮影実行終了予告情報をメイン制御部60に引渡し、
表示部70(画面1000)のコマンド表示エリア1003の撮影条件(1003a～1003e)に表示する(S30
4)。
【００７８】
　実施例3では、以上説明したように、撮影条件(1003a～1003e)のうちの撮影条件(1003c)
に撮影実行終了予告情報を表示するので、進行度情報が実行手順に付加されるため、超音
波画像の撮影の実行手順の進行状況を確認できる。
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【００７９】
　また、実施例3では、実施例1、２の終了情報と比較して、終了予告の待機時間があるの
で、操作者は次の実行手順の準備のための時間があるという特有の効果がある。また、実
施例1、２の終了情報と比較して、フリーズスイッチや画像記録などのタイミングで終了
状態へ遷移するので、より正確に進行度を把握することができるという特有の効果がある
。
【実施例４】
【００８０】
　実施例4は、超音波画像の撮影の実行手順の中で、終了した撮影条件を操作者が選択す
ることにより、選択した撮影条件に対応する超音波画像を再生表示する例を示すものであ
る。
【００８１】
　実施例4では、実施例1と同じハードウエア、機能を用い、ソフトウエアも一部同じステ
ップを用いるので、相違部分のみを説明する。
【００８２】
　図8は、実施例4の表示部70の画面1200の構成例を示す図である。
　画面1200は、実施例1の画面600と同様に、ID表示エリア1201と、画像表示エリア1202a
～1202cと、コマンド表示エリア1203とから構成されている。
【００８３】
　ID表示エリア1201は、実施例1のID表示エリア601と同様に、受診者IDや受診者名、病院
名を示す表示エリアである。
【００８４】
　画像表示エリアは、実施例1の画像表示エリアと同様に、超音波画像の撮影条件を表示
する表示エリア1202aと、超音波画像を表示する表示エリア1202bと、参照画像を表示する
表示エリア1202cとから構成される。
【００８５】
　コマンド表示エリア1203は、実施例1のコマンド表示エリアと同様に、撮影条件などの
コマンド群やコマンドの実行状況の情報を表示する表示エリアである。
【００８６】
　コマンド表示エリア1203には、撮影条件1203a～1203eが表示されている。
【００８７】
　撮影条件1203aには、実施例1と同様に、撮影条件の位置・角度を示すAbdomen1が表示さ
れ、同様に、撮影条件1203b～1203eのそれぞれには、Abdomen2、Abdomen3、Abdomen4及び
Abdomen5が表示されている。
【００８８】
　そして、撮影条件1203a、1203bは実行済の状態を示している。実行済を示すマークは、
未実行の撮影条件1203d、1203eと比較して、ボディマークを消去し文字のみでの表記とな
り、実行済の撮影条件は未実行の撮影条件よりも小さく表示される。撮影条件1203cは、
実行済であり、かつ操作者の選択によって、撮影条件に対応する超音波画像が再生表示さ
れている状態を示している。実行済の撮影条件1203aないし1203bと比べて、ボディーマー
クなどが大きく表示されている。撮影条件1203cを再度選択するか、フリーズスイッチ及
び画像記録操作などにより超音波画像を撮り直すことで、撮影条件1203aないし1203ｂと
同様の実行済の状態に戻すとともに、1203c以降の撮影条件に進むことが可能である。そ
の他、撮影条件1203d 、1203eは未実行の撮影条件であり、ボディマークなどが実行済の
撮影条件と比較して大きく表示されている。
【００８９】
　次に、実施例4の動作例を図9のフローチャートを用いて説明する。
　S101とS102は実施例1と同じ処理であるから本実施例での説明を省略する。
【００９０】
　次に、実行手順処理制御部201は、撮影実行終了情報、例えば図8の1203a、1203b、1203
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c(実行済情報)を生成する(S403)。
【００９１】
　次に、実行手順処理制御部201は、生成した撮影実行終了情報をメイン制御部60に引渡
し、表示部70(画面1200)のコマンド表示エリア1203に表示する(S404)。
【００９２】
　次に、操作者は、超音波画像の撮影の実行手順の中で終了した撮影条件のうちの撮影実
行を指定し、指定時点での撮影条件に対応する超音波画像を表示する(S405)。
【００９３】
　次に、実行手順処理制御部201は、S405で指定された撮影条件に対応する超音波画像を
読み出すための撮影条件の情報をメイン制御部60に引渡す。メイン制御部60は、記憶部40
から撮影条件と対応する超音波画像1202bを読み出し、読み出された超音波画像1202bを表
示部70の画面1200の画像表示エリア1202に表示する(S406)。
【００９４】
　実施例4では、以上説明したように、撮影条件(1203a～1203e)のうちの実行済のものを
文字だけ表示するようにするので、進行度情報が実行手順に付加されるため、超音波画像
の撮影の実行手順の進行状況を確認できる。
【００９５】
　また、実施例4では、操作者が撮影条件を指定し、指定された撮影条件の画像をスクリ
ーニング検査中に適正に撮影できているか否かを操作者が確認できるという特有の効果が
ある。また、適正な超音波画像を得るために再撮影する必要がある場合、その場ですぐに
撮り直しできるため、別の日時で再検査する事態を回避することができ、受診者と医療機
関双方の負担を最小限にできるというメリットがある。
【実施例５】
【００９６】
　実施例5は、超音波画像の撮影の実行手順にある撮影条件の履歴についてログファイル
を生成する例を示すものである。
【００９７】
　実施例5では、実施例1と同じハードウエア、機能を用い、ソフトウエアも一部同じステ
ップを用いるので、相違部分のみを説明する。
【００９８】
　図10は、実施例5の表示部70の画面1400の構成例を示す図である。
　画面1400は、実施例1の画面600と同様に、ID表示エリア1401と、画像表示エリア1402a
～1402dと、コマンド表示エリア1403とから構成されている。
【００９９】
　ID表示エリア1401は、実施例1のID表示エリア601と同様に、受診者IDや受診者名、病院
名を示す表示エリアである。
【０１００】
　画像表示エリアは、実施例1の画像表示エリアと同様に、超音波画像の撮影条件を表示
する表示エリア1402aと、超音波画像を表示する表示エリア1402bと、参照画像を表示する
表示エリア1402cと、ログファイルを表示する表示エリア1402dと、から構成される。
【０１０１】
　ログファイルの表示エリア1402dには、ログファイルが表示される。ログファイルは、
メイン制御部60が実行手順と関連するコンピュータのアプリケーション、オペレーティン
グシステムの処理内容、警告などの履歴を逐一記録し、障害発生時などに参照できるよう
にするため作成するものである。
【０１０２】
　コマンド表示エリア1403は、実施例1のコマンド表示エリアと同様に、撮影条件などの
コマンド群やコマンドの実行状況の情報を表示する表示エリアである。
　コマンド表示エリア1403には、撮影条件1403a～1403eが表示されている。
【０１０３】
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　撮影条件1403aには、実施例1と同様に、撮影条件の位置・角度を示すAbdomen1が表示さ
れ、同様に、撮影条件1403b～1403eのそれぞれには、Abdomen2、Abdomen3、Abdomen4及び
Abdomen5が表示されている。
【０１０４】
　そして、撮影条件1403a、1403b、1403cは実行済の状態を示している。実行済を示すマ
ークは、未実行の撮影条件1403dや撮影条件1403eと比較して、ボディマークを消去し文字
のみでの表記となり、実行済の撮影条件は未実行の撮影条件よりも小さく表示される。そ
の他、撮影条件1403d 、1403eは未実行の撮影条件であり、ボディマークなどが実行済の
撮影条件と比較して大きく表示されている。
【０１０５】
　次に、実施例5の動作例を図11のフローチャートを用いて説明する。
　S101とS102は実施例1と同じ処理であるから本実施例での説明を省略する。
【０１０６】
　次に、実行手順処理制御部201は、撮影実行終了情報、例えば図10の1403a、1403b、140
3c(実行済情報)を生成する(S503)。
【０１０７】
　次に、実行手順処理制御部201は、メイン制御部60に実行済情報を引渡し、表示部70(画
面1400)のコマンド表示エリア1403に表示する(S504)。
【０１０８】
　次に、操作者は、操作部50を介してログファイルの表示をメイン制御部60に設定する(S
505)。
【０１０９】
　次に、メイン制御部60は、ログファイルをログファイル表示エリア1402dに表示する(S5
06)。
【０１１０】
　実施例5では、以上説明したように、撮影条件(1403a～1403e)のうちの実行済のものを
文字だけ表示するようにするので、進行度情報が実行手順に付加されるため、超音波画像
の撮影の実行手順の進行状況を確認できる。
【０１１１】
　また、実施例5では、ログファイルの表示により撮影条件の進捗が適正であるか否かを
操作者が確認できるという特有の効果がある。
【実施例６】
【０１１２】
　実施例6は、超音波画像の撮影の実行手順にある撮影条件に基づくルーチン検査によっ
て得られる画像に対する診断レポートを生成する例を示すものである。
【０１１３】
　実施例6では、実施例1と同じハードウエア、機能を用い、ソフトウエアも一部同じステ
ップを用いるので、相違部分のみを説明する。
【０１１４】
　図12は、実施例6の表示部70の画面1600の構成例を示す図である。
【０１１５】
　画面1600は、実施例1の画面600と同様に、ID表示エリア1601と、画像表示エリア1602a
～1602dと、コマンド表示エリア1603とから構成されている。
【０１１６】
　ID表示エリア1601は、実施例1のID表示エリア601と同様に、受診者IDや受診者名、病院
名を示す表示エリアである。
【０１１７】
　画像表示エリアは、実施例1の画像表示エリアと同様に、超音波画像の撮影条件を表示
する表示エリア1602aと、超音波画像を表示する表示エリア1602bと、参照画像を表示する
表示エリア1602cと、診断レポートを表示する表示エリア1602dと、から構成される。
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【０１１８】
　診断レポートの表示エリア1602dには、診断レポートが表示される。診断レポートはメ
イン制御部60が超音波画像を画面1600に表示し、操作者が表示された超音波画像について
形状、腫瘍などの特徴から正常又は異常を判定し、判定した超音波画像の正常又は異常を
診断レポートとして文書化するために作成するものである。文書化された診断レポートは
記憶部40または外部記憶部80に記憶される。なお、実施例6の操作者は医師を想定してい
る。
【０１１９】
　コマンド表示エリア1603は、実施例1のコマンド表示エリアと同様に、撮影条件などの
コマンド群やコマンドの実行状況の情報を表示する表示エリアである。
【０１２０】
　コマンド表示エリア1603には、撮影条件1603a～1603eが表示されている。
【０１２１】
　撮影条件1603aには、実施例1と同様に、撮影条件の位置・角度を示すAbdomen1が表示さ
れ、同様に、撮影条件1603b～1603eのそれぞれには、Abdomen2、Abdomen3、Abdomen4及び
Abdomen5が表示されている。
【０１２２】
　そして、撮影条件1603a、1603b、1603cは実行済の状態を示している。実行済を示すマ
ークは、未実行の撮影条件1603dや撮影条件1603eと比較して、ボディマークを消去し文字
のみでの表記となり、実行済の撮影条件は未実行の撮影条件よりも小さく表示される。そ
の他、撮影条件1603d 、1603eは未実行の撮影条件である。
【０１２３】
　次に、実施例6の動作例を図13のフローチャートを用いて説明する。
【０１２４】
　S101とS102は実施例1と同じ処理であるから本実施例での説明を省略する。
【０１２５】
　次に、実行手順処理制御部201は、撮影実行終了情報、例えば図10の1403a、1403b、140
3c(実行済情報)を生成する(S603)。
【０１２６】
　次に、実行手順処理制御部201は、メイン制御部60に引渡し、表示部70(画面1400)のコ
マンド表示エリア1403に表示する(S604)。
【０１２７】
　次に、操作者は、操作部50を介して撮影、表示された超音波画像について形状、腫瘍な
どの特徴から正常又は異常を判定し、判定した超音波画像の正常又は異常を診断レポート
として文書化し、文書化した診断レポートをメイン制御部60に送る(S605)。
【０１２８】
　次に、メイン制御部60は、診断レポートを診断レポート表示エリア1602dに表示する(S6
06)。
【０１２９】
　実施例6では、以上説明したように、撮影条件(1603a～1603e)のうちの実行済のものを
文字だけ表示するようにするので、進行度情報が実行手順に付加されるため、超音波画像
の撮影の実行手順の進行状況を確認できる。
【０１３０】
　また、実施例6では、診断レポートの表示により、操作者が撮影条件ごとに簡易的な画
像診断を迅速に行うことができるユーザーインターフェースを提供するという特有の効果
がある。
【０１３１】
　また、図面を参照して、本発明に係る超音波診断装置等の好適ないくつかの実施例につ
いて説明したが、本発明はかかる例に限定されない。当業者であれば、本願で開示した技
術的思想の範疇内において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり、
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それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【０１３２】
　10　超音波探触子、20　超音波送受信部、30　超音波画像構成部、50　操作部、60　メ
イン制御部、70　表示部、201　実行手順処理制御部、202　実行手順記憶部、203　実行
手順設定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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